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ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス

第
３
０
０
号
発
刊　

３
０
０
号
達
成
記
念
誌
発
行
に
よ
せ
て
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こ
の
た
び
、「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
が
第
３
０
０
号
の
発
刊
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
１
０
０
号
・
２
０
０
号
、

そ
し
て
３
０
０
号
と
数
多
く
の
編
集
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
皆
様
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
各
支
部
の
絶
大
な
る
ご
協
力
の
も
と

に
運
営
が
な
り
た
っ
て
お
り
、
チ
ー
ム
と
選
手
の
登
録
、
審
判
員
や
指
導
者
の
養
成
、

ま
た
各
種
大
会
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
に
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
大
会
結
果
な
ど
多
く
の
情
報
を
ご
掲
載

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
が
配
布
さ
れ
て
い
る
中
西
部
地
域
は
日
本
で
も

有
数
の
サ
ッ
カ
ー
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー
愛
好
家
の
皆
様
に
も
地
元
の

情
報
誌
と
し
て
浸
透
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
西
部
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
大
き
な
大
会
が
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
地
元
で
サ
ッ
カ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
非

常
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
多
く
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
は
じ
め
、
日
本

代
表
選
手
や
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
選
手
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
の
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
、
引
き
続
き
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
試
合
が
開
催

さ
れ
更
に
多
く
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
誕
生
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
活
躍
を
す
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
巣
立
ち
「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の
紙
面
で
紹
介
で
き
な
い
く
ら
い

に
賑
や
か
し
て
頂
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
は
、
２
０
１
４
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル

大
会
出
場
に
向
け
て
邁
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
躍
進
を
願
う
と

と
も
に
「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
が
益
々
ご
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス

第
３
０
０
号
発
刊
を
祝
し
て

岡
野　

光
喜

一
般
財
団
法
人  

静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
　
長
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25
年
間
、
初
志
の
目
的
の
た
め
継
続
と
い
う
偉
業
に
、
冒
頭
一
言
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
３
０
０
号
到
達
記
念
誌
発
刊
に
当
た
り
、
一
号
か
ら

数
え
て
25
年
間
中
西
部
サ
ツ
カ
ー
に
関
す
る
盛
り
た
く
さ
ん
の
情
報
を
細
心
の
注
意

を
傾
注
し
て
、
会
員
は
も
と
よ
り
愛
読
し
て
い
る
方
々
の
手
元
に
届
け
る
な
ど
、
発

行
業
務
に
携
わ
れ
た
発
行
責
任
者
の
滝
本
義
三
郎
氏
初
め
編
集
委
員
の
橋
村
さ
ん
ほ

か
編
集
委
員
の
皆
様
に
は
、
生
業
を
持
ち
な
が
ら
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
感
謝
を
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
も
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
格
別
の
思
い
と
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
兄
弟
以
上
に
何
事
も
私
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
く
れ
た
故
深
津
敏

夫
の
中
西
部
に
残
し
た
遺
産
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

敏
夫
が
県
協
会
中
西
部
の
役
員
と
し
て
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
ヤ
ン

グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
重
要
で
あ
る
と
の
決
断
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　

元
祖
「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
」
を
築
い
た
の
も
、
そ
れ
は
、
旧
制
志
太
中
学
校

（
藤
枝
東
高
）
の
錦
織
兵
三
郎
校
長
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
松
永
行
氏
、

笹
野
積
次
氏
、
不
運
に
も
出
場
の
機
会
を
逃
し
た
原
崎
透
氏
、
現
在
の
日
本
代
表
の

要
・
長
谷
部
誠
選
手
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
村
松
太
輔
選
手
、
引
退
さ

れ
た
中
山
雅
史
氏
、
名
波
浩
氏
。
Ｊ
リ
ー
グ
現
役
で
活
躍
中
の
山
田
暢
久
、
成
岡
翔
、

大
井
健
太
郎
選
手
な
ど
数
多
く
の
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
中
西
部
の
一
種
か
ら
四
種
ま
で
の
レ
ベ
ル
を
冷
静
に
み

る
と
、
小
・
中
・
高
の
一
貫
性
は
過
去
に
比
べ
て
努
力
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
い

て
良
い
だ
ろ
う
か
。

　

世
界
に
通
用
す
る
選
手
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
藤
枝
市
を
中
心
と
し
た
こ
の
中
西

部
、
県
下
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
責
務
と
も
思
わ
れ
る
。

　

永
き
に
わ
た
り
名
声
栄
誉
は
全
人
が
望
む
所
で
は
あ
る
が
、
簡
単
に
成
し
得
る
も

の
で
は
な
い
と
思
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
が
、
故
事
に
、「
言
う
勿
れ
今
日
学

ば
ず
し
て
、
来
日
有
り
と
」、
今
日
や
ら
な
く
て
も
、
明
日
で
も
よ
い
な
ど
と
安
易

な
気
持
ち
を
諭
し
て
く
れ
る
た
め
に
も
、
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
貴
重
な
資

料
の
一
部
で
も
あ
る
。

　

新
し
い
サ
ッ
カ
ー
の
知
識
を
知
り
結
果
を
見
て
、
他
地
区
と
の
違
い
を
知
る
。
そ

し
て
、
次
に
何
を
し
て
良
い
納
得
の
い
く
結
果
を
出
す
教
本
と
な
る
所
も
あ
る
。

　

多
く
の
人
た
ち
が
、
発
刊
さ
れ
る
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
待
ち
望
ん
で
愛

読
さ
れ
る
こ
と
を
、
更
に
期
待
す
る
と
同
時
に
編
集
委
員
の
皆
様
も
次
の
４
０
０
号

に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
若
人
の
好
む
内
容
の
充
実
も
期
待
し
た
い
。

　

結
び
に
、
中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
誇
れ
る
身
近
な
新
聞
と
な
る
こ
と
と
、
さ
ら

な
る
発
展
と
７
千
余
会
員
の
皆
様
の
た
め
に
、
編
集
に
心
注
ぎ
業
務
に
精
励
し
て
く

れ
る
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
し
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

深
津　

三
郎

(

財)

静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
中
西
部
支
部

会
　
長
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「
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
３
０
０
号
記
念
誌
」発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
０
０
号
達
成
ま
で
の
２
５
年
間
、
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に

携
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
編
集
委
員
の
皆
様
方
、
編
集
委
員
会
の
依
頼
に
応
じ
て
頂
き

ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
掲
載
さ
れ
ま
し
た
、
各
年
代
の
行
事
予
定
・
大
会

結
果
・
チ
ー
ム
・
選
手
紹
介
・
各
種
委
員
会
の
活
動
状
況
等
々
多
く
の
情
報
が
中
西

部
支
部
内
に
発
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
毎
月
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
一
般
財
団

法
人
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
運
営
責
任
者
会
議
の
席
上
、
役
員
全
員
に
ヤ
ン
グ
サ
ッ

カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
頂
き
、
中
西
部
支
部
内
の
活
動
状
況
を
紹
介
・
報
告
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
前
に
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
よ
り
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
関
誌
を

永
年
に
亘
っ
て
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
所
は
、
静
岡
県
の
中
西
部
支
部
だ
け
。
本
当

に
す
ば
ら
し
い
と
賞
賛
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

中
西
部
支
部
内
の
み
な
ら
ず
、
静
岡
県
内
、
ま
た
全
国
に
チ
ー
ム
・
選
手
の
情
報

の
発
信
と
し
て
非
常
に
貢
献
度
の
高
い
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
次
の
節
目
で

あ
る
４
０
０
号
に
向
け
て
編
集
・
発
行
活
動
が
伝
承
し
て
行
け
ま
す
よ
う
、
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃
編
集
活
動
に
ご
苦
労
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
編
集
委
員
の

皆
様
、
中
西
部
支
部
内
の
役
員
・
指
導
者
・
選
手
等
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
集
委
員
の
皆
様
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。重
ね
重
ね
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

野
中　

伸
行

(

財)

静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
中
西
部
支
部

理
事
長
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２
０
１
３
年
５
月
号
で
３
０
０
号
を
達
成
致
し
ま
す
。

　

中
西
部
支
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
再
編
さ
れ
た
翌
年
の
１
９
８
９
年
４
月
に
第
１

号
が
発
行
さ
れ
四
半
世
紀
の
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
・

３
０
０
号
達
成
と
記
念
誌
の
発
行
に
関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

藤
枝
を
中
心
と
し
た
志
太
榛
原
地
域
は
昔
か
ら
サ
ッ
カ
ー
に
関
心
の
深
い
地
域
で

あ
る
か
ら
こ
そ
継
続
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
編
集
会
議
は
原
稿
の
依
頼
、
情
報
写
真

収
集
、
紙
面
の
構
成
、
文
章
の
校
正
な
ど
創
意
と
工
夫
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
毎
年
１
月
号
は
、
当
地
域
出
身
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
、
日
本
代
表
選
手
を
取
り
上
げ
て

活
躍
の
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
日
本
代
表
の
長
谷
部
誠
選
手
の
活

躍
は
藤
枝
出
身
で
中
西
部
の
誇
り
で
あ
り
、子
ど
も
達
の
憧
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
出
場
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
の
た
め
に
も
、
世

界
へ
羽
ば
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
奮
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
種
別
に
目
を
向
け
る
と
高
校
サ
ッ
カ
ー
は
、
藤
枝
東
高
・
藤
枝
明
誠
高
を

中
心
に
切
磋
琢
磨
す
る
と
と
も
に
小
学
生
、
中
学
生
等
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育
成
は
不
可

欠
で
あ
り
、
選
手
指
導
者
の
奮
闘
が
望
ま
れ
ま
す
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍
は

女
子
サ
ッ
カ
ー
人
気
を
盛
り
上
げ
、
藤
枝
順
心
高
を
中
心
に
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育
成
も

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
３
が
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
地
元
の
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ

が
挑
戦
し
ま
す
。
加
盟
が
実
現
で
き
る
よ
う
協
会
全
員
が
支
援
し
た
い
も
の
で
す
。

25
年
の
歴
史
の
中
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
の
積
み
重
ね
が
各
種
別
の
あ
ら
ゆ
る
面
で

発
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
発
祥
の
地
と
し
て
の
自
負
と
誇
り
を
胸

に
、
中
西
部
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
０
０
号
記
念
誌
に
Ｍ
・
Ｓ
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
提
供
で
選
手
、
指
導
者
の
た
め

の
コ
ン
デ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー

ニ
ュ
ー
ス
は
、
地
域
に
種
を
蒔
き
、
多
く
の
情
熱
あ
る
人
達
が
育
て
て
き
た
思
い
を
、

こ
れ
か
ら
育
っ
て
い
く
子
供
達
の
た
め
、
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
中
西
部
地

域
の
活
性
化
、
サ
ツ
カ
ー
文
化
の
伝
承
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
０
０
号
達
成
記
念
誌
発
行

に
あ
た
っ
て

滝
本　

義
三
郎

３
０
０
号
達
成
記
念
誌
実
行
委
員
長
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志
太
平
野
の
藤
枝
に
蹴
球
の
種
が
ま
か
れ
て
！

　

１
９
２
４
年
（
大
正
13
）、
静
岡
県
立
志
太
中
学
校
（
現
藤
枝
東
高
）
が
志
太
平
野
、

藤
枝
の
地
に
創
立
。

　

初
代
錦
織
兵
三
郎
校
長
が
蹴
球
（
サ
ッ
カ
ー
）
を
校
技
に
定
め
全
校
生
徒
に
奨
励
し
た
。

創
立
３
年
目
に
文
武
両
道
の
精
神
で
蹴
球
部
が
誕
生
し
た
。
全
国
中
等
学
校
大
会
等
で
優

勝
す
る
な
ど
県
内
外
に
志
太
中
学
校
の
名
を
高
め
た
。

　

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
志
太
中
Ｏ
Ｂ
の
松
永
行(
焼
津

出
身)

、笹
野
積
次（
藤
枝
出
身
）氏
が
出
場
。優
勝
候
補
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
３
対
２
で
破
り
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

１
９
５
２
年
（
昭
和
27
）
天
皇
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
が
人
口
１
万
５
千
人

の
小
さ
な
町
、
藤
枝
町
（
藤
枝
東
高
会
場
）
で
開
催
さ
れ
た
。
志
太
ク
ラ
ブ
（
静
岡
県
代

表
）
が
第
３
位
と
な
っ
た
。
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）
に
藤
枝
市
で
２
度
目
の
開
催
で
も

志
太
ク
ラ
ブ
が
第
３
位
の
実
力
を
発
揮
し
た
。

　

１
９
５
７
年（
昭
和
32
）国
民
体
育
大
会
蹴
球
競
技
が
藤
枝
市
で
開
催
。
藤
枝
東
高（
高

校
の
部
）、
志
太
ク
ラ
ブ
（
一
般
の
部
）
が
と
も
に
優
勝
を
飾
っ
た
。
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
が
藤
枝
東
高
会
場
を
訪
れ
高
校
サ
ッ
カ
ー
を
観
戦
さ
れ
多
く
の
観
衆
で
賑
わ
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
興
味
関
心
が
高
い
ま
ち
、
し
か
も
強
豪
で
あ
っ
た
た
め
、「
サ
ッ
カ
ー
の
ま

ち
藤
枝
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）
第
41
回
全
国
高
校
選
手
権
で
藤
枝
東
高
が
初
優
勝
を
飾
り
、

第
42
回
大
会
も
優
勝
し
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）・
68
年
東
京
・
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
杉
山
隆
一
（
藤

枝
市
在
住
・
清
水
東
高
出
身
）・
富
澤
清
司
（
焼
津
市
在
住
・
藤
枝
東
高
出
身
）・
山
口
芳

忠
（
東
京
在
住
・
藤
枝
東
高
出
身
）
が
出
場
。
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
獲

得
。
日
本
は
こ
の
快
挙
に
よ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
関
心
が
高
ま
り
、
昭
和
44
年
か
ら
日
本

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
開
幕
。
藤
枝
出
身
の
選
手
た
ち
が
日
本
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
で
活
躍

し
、
多
く
の
日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
た
。（
Ｐ
１
８
７
参
照
）

　

昭
和
39
年
、
県
下
に
先
駆
け
て
第
１
回
藤
枝
地
区
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
同
年
、藤
枝
少
年
団
と
西
益
津
少
年
団
が
結
成
さ
れ
市
内
全
域
に
普
及
し
て
い
っ
た
。

　

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
藤
枝
東
高
が
第
45
回
全
国
高
校
選
手
権
、
高
校
総
体
、
国
体

に
優
勝
し
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
初
の
３
冠
を
達
成
し
た
。

　

藤
枝
の
サ
ッ
カ
ー
の
全
盛
時
代
は
昭
和
50
年
代
に
入
っ
て
失
速
し
、
清
水
に
追
い
越
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

中
西
部
支
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
あ
ゆ
み
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藤
枝
支
部
か
ら
中
西
部
支
部
へ

　

１
９
６
９
年
（ 
昭
和
44
）
３
月
、サ
ッ
カ
ー
人
口
の
急
激
な
普
及
に
よ
り
、静
岡
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
（
会
長
・
山
口
森
三
、
理
事
長
・
小
林
一
男
）
は
、
支
部
体
制
を
５
支
部
と
し

た
。
当
地
域
は
藤
枝
支
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
志
太
・
榛
原
地
域
を
統
括
し
、
中

西
部
支
部
と
な
っ
た
。
初
代
会
長
は
宮
崎
作
次
（
志
太
中
Ｏ
Ｂ
）、理
事
長
に
松
永
臻
（
志

太
中
Ｏ
Ｂ
）
が
就
任
し
た
。
社
会
人
チ
ー
ム
を
中
心
に
事
業
の
普
及
を
図
っ
た
。
中
西
部

サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
で
各
種
別
大
会
が
実
施
さ
れ
、「
松
永
杯
」
と
し
て
現
在
も
継
続
し

て
い
る
。
少
年
団
、
中
体
連
、
高
体
連
は
各
組
織
で
独
自
に
発
展
し
た
。

　

中
西
部
支
部
の
下
部
協
会
は
、
昭
和
24
年
藤
枝
町
体
協
サ
ッ
カ
ー
部
を
内
田
福
治
（
志

太
中
Ｏ
Ｂ
）
ら
が
設
立
、昭
和
45
年
組
織
名
称
変
更
に
よ
り
、藤
枝
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
会

長
・
岩
田
規
）
と
な
っ
た
。（
平
成
25
年
度
は
、
会
長
・
臼
井
郁
夫
、
理
事
長
・
渡
邉
芳

隆
）。
昭
和
38
年
焼
津
市
サ
ッ
カ
ー
協
会(

会
長
・
小
林
敏
彦)

設
立
。（
25
年
度
は
、会
長
・

深
津
三
郎
、
理
事
長
・
鈴
木
正
和
）。
昭
和
41
年
島
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
会
長
・
木
村
武
）

設
立
。（
25
年
度
は
、
会
長
・
志
水
義
隆
、
理
事
長
・
紅
林
豊
）。
昭
和
42
年
榛
南
サ
ッ
カ
ー

連
盟
設
立
、
そ
の
後
榛
北
と
統
合
し
、
昭
和
48
年
榛
原
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
会
長
・
半
田
一

雄
）
設
立
。（
平
成
25
年
度
は
、
会
長
・
川
内
巳
佐
夫
、
理
事
長
・
遠
勢
栄
太
郎
）

中
西
部
支
部
サ
ッ
カ
ー
の
再
編
と
７
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）、
中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
組
織
が
再
編
成
さ
れ
た
。
再
編

の
ね
ら
い
は
、
藤
枝
、
焼
津
、
島
田
、
榛
原
の
４
地
区
の
連
携
強
化
と
競
技
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
50
年
以
後
、
静
岡
県
の
サ
ッ
カ
ー
を
先
導
し
て
き
た
藤
枝
の

少
年
・
中
学
・
高
校
が
清
水
に
追
い
越
さ
れ
た
。

　

昭
和
58
年
、
中
西
部
小
・
中
・
高
校
の
指
導
者
１
０
０
名
が
集
ま
り
、
初
め
て
の
研
修

会
を
開
催
し
た
。
岡
村
新
太
郎
（
元
日
本
代
表
コ
ー
チ
・
藤
枝
東
高
出
身
）
氏
の
講
演
や

低
迷
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
図
っ
た
。
特
に
高
校
を
強
化
す
る
に
は
中

学
生
、
小
学
生
年
代
の
指
導
の
一
貫
性
が
重
要
と
な
り
、
中
学
生
指
導
者
が
陣
頭
に
立
っ

て
意
識
改
革
を
図
り
、中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
組
織
の
再
編
を
実
現
し
た
。そ
し
て
、「
７

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
掲
げ
、新
た
な
サ
ッ
カ
ー
協
会
新
役
員
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　
一
つ
目
は
、
選
手
強
化
・
育
成
と
し
て
小
・
中
・
高
の
ト
レ
セ
ン
の
実
施
。

　
　
二
つ
目
は
、
指
導
者
の
育
成
と
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
実
施
。

　
　
三
つ
目
は
、
海
外
遠
征
の
実
施
。

　
　
四
つ
目
は
、
中
西
部
理
事
会
の
計
画
的
な
実
施
。

　
　
五
つ
目
は
、
技
術
委
員
会
の
計
画
的
な
実
施
。

　
　
六
つ
目
は
、
中
西
部
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
実
施
。

　
　
七
つ
目
は
、
サ
ッ
カ
ー
新
聞
の
発
行
。

中
西
部
の
子
供
達
の
競
技
力
の
育
成
！

　

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
４
月
、高
校
を
強
化
す
る
に
は
、中
学
生
段
階
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
不
可
欠
で
あ
る
と
中
西
部
中
学
生
指
導
者
有
志
が
ト
レ
セ
ン
を
実
施
。
元
日
本
代
表

の
名
波
浩
、
渡
邉
毅
ら
が
礎
を
築
き
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
高
校
ト
レ
セ
ン
を
立
ち
上
げ
中
学
３
年
生
が
参
加
。

　

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）
金
曜
ト
レ
セ
ン
（
中
学
１
・
２
年
生
）
の
実
施
。
同
年
度
の

３
学
期
か
ら
小
学
生
６
年
生
が
参
加
。
小
・
中
・
高
校
生
の
一
貫
指
導
体
制
で
の
強
化
育

成
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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ト
レ
セ
ン
活
動
で
は
、
素
質
あ
る
選
手
を
指
導
者
が
選
抜
し
一
堂
に
集
め
て
、
公
認
指

導
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
向
上
を
図
っ
た
。
チ
ー
ム
の
勝
利
の
み
に
走
る
の
で

は
な
く
、
個
人
技
術
の
向
上
を
優
先
し
、
高
校
で
花
の
咲
く
選
手
を
育
て
よ
う
と
全
指
導

者
が
共
通
理
解
を
深
め
た
。

　

元
日
本
代
表
で
活
躍
し
た
山
田
暢
久
や
高
校
指
導
者
の
吉
野
友
三
（
藤
枝
東
高
監
督
）

な
ど
が
中
西
部
ト
レ
セ
ン
の
第
一
期
生
で
、
小
山
淳
（
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
代
表
）
は
二
期
生

で
あ
る
。

　

Ｕ
︱
20
日
本
代
表
の
成
岡
翔
（
新
潟
・
藤
枝
東
高
出
身
）、
大
井
健
太
郎
（
新
潟
・
藤

枝
東
高
出
身
）
は
中
西
部
ト
レ
セ
ン
、県
ト
レ
セ
ン
を
経
て
成
長
し
た
。
長
谷
部
誠
は
小
・

中
学
生
時
代
は
県
ト
レ
セ
ン
に
は
選
出
さ
れ
ず
、
中
西
部
ト
レ
セ
ン
で
鍛
え
ら
れ
た
。
高

校
２
年
生
後
半
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
な
ど
、
大
器
晩
成
型
の
選
手
で
あ
っ
た
。
日
本

代
表
主
将
で
日
本
代
表
Ａ
マ
ッ
チ
70
試
合
を
越
え
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
に
残
る
選
手

に
成
長
し
た
。

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
創
刊

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）
４
月
20
日
、
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
第
１
号
創
刊
。
当

時
、
清
水
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
「
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
」
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
。（
平
成
20

年
頃
廃
刊
）

　

そ
こ
で
、「
清
水
に
負
け
て
た
ま
る
か
！
」
と
、
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
名
付

け
、
情
熱
あ
る
編
集
委
員
を
中
心
に
編
集
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
９
８
９
年
（
平
成

元
）
に
第
３
種
郵
便
物
認
可
と
な
っ
た
。

　

創
刊
４
年
後
の
平
成
３
年
度
か
ら
中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
機
関
誌
と
な
り
、
平
成
25
年

５
月
号
で
３
０
０
号
を
達
成
し
た
。
全
国
的
に
も
月
刊
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
地
域
は
珍

し
く
、
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
発
祥
の
地
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
る
。

　
　
　
長
谷
部
誠
の
コ
メ
ン
ト
（
２
０
０
号
記
念
誌
・
平
成
５
年
発
行
）

　
「
僕
自
身
小
学
生
の
頃
か
ら
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
チ
ー

ム
が
紹
介
さ
れ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
喜
び
合
っ
た
り
し
た
事

を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
う
し
た
地
元
の
活
性
化
や
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
た
新
聞
が

あ
る
の
も
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
を
中
心
に
志
太
榛
原
地
区
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

　
　
　
中
山
雅
史
の
コ
メ
ン
ト
（
２
０
０
号
記
念
誌
）

　
「
創
刊
17
年
と
い
う
年
月
で
多
く
の
苦
労
や
努
力
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
継
続
は
力

な
り
」、
こ
の
言
葉
は
僕
自
身
の
心
に
も
強
く
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
毎
日
の

積
み
重
ね
が
歴
史
を
造
り
、
自
分
の
皆
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

私
の
原
点
は
、
中
西
部
に
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挨
拶

に
始
ま
り
、
規
律
、
根
性
、
思
い
や
り
に
至
る
ま
で
選
手
と
し
て
以
上
に
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
全
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
学
ん
で
来
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
永
く

続
い
て
い
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。」

　

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
、
サ
ッ
カ
ー
文
化
の
伝
承
と
地
域
の
活
性
化
、
青
少
年

の
健
全
育
成
や
人
間
形
成
の
面
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

１
０
０
号
記
念
誌
で
記
憶
に
残
る
ニ
ュ
ー
ス

（
１
９
９
７
／
９
月
発
行
）

　

１
９
９
０
年
（
平
成
２
）、
第
２
回
高
円
宮
杯
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
で
藤
枝
中
学
が
読
売
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス（
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
）を
敗
っ

て
優
勝
。
こ
の
結
果
は
同
日
夜
９
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
。
太
田
渉
（
藤

枝
東
高
出
身
）
主
将
を
中
心
に
安
藤
達
也
（
藤
枝
東
高
出
身
）、
山
田
暢
久
（
浦
和
・
藤

枝
東
高
出
身
）、
吉
野
友
三
（
藤
枝
東
高
監
督
・
藤
枝
東
高
出
身
）、
小
山
淳
（
藤
枝
Ｍ
Ｙ

Ｆ
Ｃ
代
表
・
藤
枝
東
高
出
身
）
な
ど
の
活
躍
で
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
を
破
る
快
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挙
で
あ
っ
た
。
藤
枝
駅
か
ら
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
パ
レ
ー
ド
し
大
勢
の
市
民
が
祝
福
し
た
。

公
立
中
学
校
で
全
国
制
覇
し
た
の
は
藤
枝
中
学
校
の
み
で
あ
る
。

　

１
９
９
２
年
（
平
成
４
）、
藤
枝
東
高
が
高
円
宮
杯
第
３
回
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
で
読
売
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
を
破
っ
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
吉
野
友
三
、
山
田
暢
久
、
小

山
淳
ら
中
心
選
手
の
多
く
は
藤
枝
中
学
で
全
国
制
覇
を
経
験
し
た
選
手
た
ち
で
あ
っ
た
。

２
０
０
号
記
念
誌
で
記
憶
に
残
る
ニ
ュ
ー
ス

（
２
０
０
５
／
３
月
発
行
）

　

１
９
９
８
年
（
平
成
10
）、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
・
Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
中
山
雅
史
（
藤
枝
東

高
出
身
）、
名
波
浩
（
清
水
商
高
・
西
益
津
中
出
身
）
が
初
出
場
し
た
。
中
山
は
第
３
戦

の
ジ
ャ
マ
イ
カ
戦
で
日
本
代
表
チ
ー
ム
初
ゴ
ー
ル
を
記
録
し
た
。
結
果
は
３
敗
で
予
選

リ
ー
グ
敗
退
。

　

同
年
に
藤
枝
東
高
は
高
円
宮
杯
第
９
回
大
会
で
２
回
目
の
全
国
制
覇
を
達
成
す
る
な
ど

着
実
に
実
力
を
発
揮
し
た
。

　

１
９
９
９
年
（
平
成
11
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
大
会
に
Ｕ
︱

20
日
本
代
表
の
石
川
達
也
（
山
形
・
藤
枝
東
高
出
身
）
が
出
場
し
準
優
勝
の
快
挙
だ
っ
た
。

左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
正
確
な
ク
ロ
ス
を
武
器
に
活
躍
し
た
。

　

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
Ａ
Ｆ
Ｃ
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
・
レ
バ
ノ
ン
大
会
に
名
波
浩
が
出
場

し
優
勝
を
飾
っ
た
。
攻
守
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
正
確
な
キ
ッ
ク
で
ゲ
ー
ム
を
支
配
し
大

会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
し
た
。

　

２
０
０
１
年
（
平
成
13
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
フ
ィ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
は
中

山
雅
史
が
１
試
合
に
途
中
出
場
し
、
結
果
は
準
優
勝
と
い
う
快
挙
で
あ
っ
た
。

　

２
０
０
２
年
（
平
成
14
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
に
中
山
雅
史
が
２
大

会
連
続
で
代
表
と
な
り
出
場
は
１
試
合
で
あ
っ
た
。日
本
代
表
は
リ
ー
グ
戦
２
勝
１
分
で
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
ベ
ス
ト
16
に
進
出
、
ト
ル
コ
代
表
に
惜
敗
し
た
。

　

２
０
０
３
年
（
平
成
15
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
選
手
権
Ｕ
Ａ
Ｅ
大
会
に
成
岡
翔

（
藤
枝
東
高
出
身
）
が
出
場
し
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
）全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
藤
枝
順
心
高
校
が
初
優
勝
し
た
。

３
０
０
号
記
念
誌
で
記
憶
に
残
る
ニ
ュ
ー
ス

（
２
０
１
３
／
７
月
発
行
）

　

２
０
０
７
年
（
平
成
19
）、
全
国
高
校
選
手
権
県
大
会
決
勝
戦
が
エ
コ
パ
で
行
わ
れ
、

藤
枝
東
高
対
藤
枝
明
誠
高
が
43
年
ぶ
り
の
藤
枝
ダ
ー
ビ
ー
と
な
り
、
藤
枝
東
高
が
優
勝
し

全
国
大
会
出
場
。
決
勝
で
流
通
経
済
大
柏
高
に
敗
れ
準
優
勝
で
あ
っ
た
。
河
井
陽
介
（
清

水
・
藤
枝
東
高
出
身
）・
村
松
太
輔
（
清
水
・
藤
枝
東
高
出
身
）
ら
が
奮
闘
し
、
34
年
ぶ

り
に
国
立
競
技
場
が
藤
色
に
染
ま
っ
た
。

　

２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
浦
和
レ
ッ
ズ
の
山
田

暢
久
、
長
谷
部
誠
が
出
場
し
第
３
位
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｕ
︱
20
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
チ
リ
大
会
に
興
山
こ

の
み
（
藤
枝
ア
ミ
ー
ガ
出
身
）
が
出
場
。

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
藤
枝
明
誠
高
は
静
岡
県
代
表
と
し
て
念
願
の
全
国
初
出
場
を

果
た
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出
。

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
は
、
予
選

リ
ー
グ
２
勝
１
敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
長
谷
部
誠
は
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
チ
ー
ム
の
統
率
を
図
っ
た
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
パ
ラ
グ
ア
イ
に
Ｐ
Ｋ
で

惜
敗
し
た
。
日
本
国
中
が
代
表
チ
ー
ム
の
奮
闘
に
熱
狂
し
た
。

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
１
月
、
Ａ
Ｆ
Ｃ
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
・
カ
タ
ー
ル
大
会
で
長
谷
部

は
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
統
率
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
破
っ
て
優
勝

を
飾
っ
た
。
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２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
６
月
、
長
谷
部
誠
は
東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
地
元
を
は
じ
め
全
国
か
ら
長
谷
部
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
藤
枝
市
総
合
運
動

公
園
サ
ッ
カ
ー
場
は
数
千
人
の
観
衆
が
集
ま
り
、
長
谷
部
誠
書
「
心
を
整
え
る
」
３
千
冊

が
完
売
し
、グ
ッ
ズ
の
売
上
金
等
全
額
を
ユ
ニ
セ
フ
を
通
し
て
、被
災
地
の
南
三
陸
町
「
あ

さ
ひ
幼
稚
園
」
建
設
に
寄
付
さ
れ
た
。
本
人
の
著
書
は
１
３
０
万
冊
を
越
え
る
ミ
リ
オ
ン

セ
ラ
ー
と
な
り
、
社
会
現
象
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
７
月
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
村
松
太
輔
（
清
水
・
藤
枝
東
高
出

身
）
が
静
岡
県
で
唯
ひ
と
り
出
場
し
、　

ス
ペ
イ
ン
を
敗
る
な
ど
快
進
撃
を
続
け
た
。
準

決
勝
で
メ
キ
シ
コ
、
３
位
決
定
戦
で
韓
国
に
惜
敗
。

　

同
年
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
が
全
国
地
域
リ
ー
グ
決
勝
大
会
を
突
破
し
、
初
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
参
入

し
た
。

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
６
月
の
Ｗ
杯
ア
ジ
ア
最
終
予
選
が
終
了
、
日
本
代
表
は
５
勝

１
敗
２
分
で
、
２
０
１
４
年
Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
出
場
を
決
め
た
。
長
谷
部
は
攻
守
に
奮

闘
し
、
さ
い
た
ま
ス
タ
ジ
ア
ム
は
６
２
，
２
７
１
人
の
大
観
衆
で
埋
ま
っ
た
。

　

同
年
６
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
フ
ィ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に
、
長
谷
部
誠
が

出
場
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ア
戦
の
２
試
合
に
出
場
。
メ
キ
シ
コ
戦
は
累
積
警
告
で
不

出
場
だ
っ
た
。
結
果
は
３
敗
だ
っ
た
。。

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
発
刊
25
周
年
に
寄
せ
て

　

発
刊
25
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
静
岡
県
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
藤
枝
を
中
心
に
し

た
中
西
部
が
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
本
誌
は
、
そ
の
中
西
部
の
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に

寄
与
し
た
方
々
の
、
25
周
年
の
珠
玉
の
こ
と
ば
（
提
言
）・
記
録
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
創
刊
は
、
中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
大
き
く
変
わ
っ
た

時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
主
役
が
藤
枝
か
ら
清
水
に
変
わ
る
中
、
変
わ
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
変
革
の
推
進
力
と
な
っ
た
の

は
、
現
編
集
責
任
者
の
滝
本
義
三
郎
氏
で
す
。
そ
の
頃
の
清
水
は
当
時
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

理
事
長
で
あ
っ
た
堀
田
哲
爾
さ
ん
を
中
心
に
「
藤
枝
を
追
い
越
し
、
日
本
一
に
な
る
」
た

め
に
十
年
余
の
先
を
見
て
一
つ
一
つ
の
施
策
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
県
三
種
委
員
長
を
し
て
い
た
滝
本
氏
は
、
そ
れ
に
負
け
な
い
組
織
と
選
手
強
化

を
め
ざ
し
て
中
西
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
改
革
に
尽
力
し
た
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
組
織

改
革
、
予
算
の
拡
大
、
ト
レ
セ
ン
の
強
化
（
海
外
遠
征
）
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。
県

議
員
や
行
政
と
の
連
携
も
積
極
的
に
図
り
、
ヤ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
も
そ
の
改
革
の

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
は
絶
大
で
、
当

時
の
３
市
２
町
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
選
手
に
一
体
感
を
持
た
せ
、
改
革
を
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
創
刊
当
時
の
編
集
会
議
の
様
子
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
各
種
別
の
担
当

者
た
ち
は
、
毎
週
一
回
平
日
の
夜
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
や
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
か
ら
駆
け
つ

け
、
周
囲
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
共
立
印
刷
（
現 

共
立
ア
イ
コ
ム
）
の
職
場
で
、
関
係
者
た

ち
が
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
編
集
責
任
者
の
滝
本
氏
を
中
心
に
島
田
の
鈴

木
基
広
（
故
）
氏
、
焼
津
の
深
津
敏
夫
（
故
）
氏
、
藤
枝
の
山
本
輝
雄
氏
、
榛
原
の
野
中

伸
行
氏
、
中
学
指
導
者
の
田
村
和
彦
（
現
藤
枝
明
誠
高
監
督
）
氏
な
ど
、
各
種
別
の
重
鎮

た
ち
に
よ
っ
て
毎
回
熱
が
こ
も
っ
た
新
聞
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
自
分
た
ち
の
所
属

す
る
各
市
や
種
別
の
サ
ッ
カ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
必
死
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん

な
中
西
部
の
小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で
の
選
手
た
ち
が
、
ど
う
し
た
ら
い
つ
も
夢
を
持
っ

て
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
か
本
当
に
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
担
当
者

同
士
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
創
刊
当
時
の
精
神
を
宝
に
25
年
も
の
長
い
間
ご
尽
力
し
て
き
た
滝
本
氏
の

多
大
な
功
績
へ
、
関
係
者
一
同
あ
ら
た
め
て
賞
賛
と
尊
敬
の
念
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
中
西
部
理
事
・
庶
務
会
計
委
員
長
　
　
池
谷 

　
英
人
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